
った。（参照8）  

表13 2年間発がん性試験（マウス）①で認められた毒性所見  

雄   雌   

・体重増加抑制   ・体重増加抑制、摂餌量増加   

・Cre増加、Alb減少   ・ALP、Cre増加、Ure、Alb減少   

・Ca、Cl減少、P増加   ・Na増加、K、Cl減少   

・肝腫大   ・腎絶対及び比重量減少   

・腎絶対重量減少   ・多核肝細胞、クッパー細胞色素   

・小葉中心性肝細胞肥大、多核肝  

細胞、クッパー細胞色素沈着（中  

間と殺群）   

・摂餌量増加  ・ALT、AST、T．Chol増加   

・PLT増加  

・ALT、ALP、T．Chol増加、Ure  

減少  

・肝絶対及び比重量増加  

毒性所見なし   ・肝絶対及び比重量増加   

（5）2年間発がん性試験くマウス）②  

B6C3Flマウス（一群雌雄各50匹、中間と殺群：一群雌雄各10匹）を用いた混   

餌（原体：0、50及び1，600ppm）投与による2年間発がん性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表14に示されている。  

死亡率に対照群と投与群で差は認められなかった。   

1，600ppm投与群雄に認められた多核肝細胞の増加には統計学的に有意な差はな   

かったが、別に実施されたマウスを用いた2年間発がん性試験【13．（心】でも認めら   

れているので、検体投与に起因した変化と考えられた。  

本試験iこおいて、1，600ppm投与群雌雄で肝絶対及び比重量増加等が認められた   

ので、無毒性量は雌雄とも50ppm（雄：13．6皿g此g体重／日、雌：20．8mg薙g体   

重／日）であると考えられた。発がん性は認められなかった。  

また、別に実施されたマウスを用いた2年間発がん性試験【13．（初】の結果と合わ   
せ、マウスの発がん性試験における無毒性量は雄で400ppm（98．8mg茂g体重／日）、   

雌で50ppm（20．8m釘kg体重／日）と考えられた。（参照8）  

表14 2年間発がん性試験（マウス）②で認められた毒性所見  
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投与群   雄   雌   

1，600ppm   ・PLT増加   ・T．Cbol増加  

・T．Cも．01増加   ・ECOD、EROD、ALD、  

・ECOD、EH、ALD、GST、   GST、UDGPT上昇  

UDGPT上昇  ・肝絶対及び比重量増加   

・肝絶対及び比重量増加  

・多核肝細胞  

50ppm   毒性所見なし   毒性所見なし   

14．生殖発生毒性試験  

（1）2世代繁殖試験（ラット）①  

SDラット（一群雌雄各30匹）を用いた混餌（原体：0、400、2，000及び10，000ppm）   

投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物及び児動物における各投与群で認められた毒性所見は、それぞれ表15に   

示されている。   

親動物では、400ppm以上投与群雄（Fl）及び雌（P）で肝絶対及び比重量増加   

等が認められた。  

児動物では10，000ppm投与群雌雄3（Fl及びF2）に体重増加抑制が認められた。  

本試験における無毒性量は、親動物では雌雄とも400ppm未満、児動物では2，000   

ppm（P雄：136mg此g体重／日、P雌：147mgrkg体重／日、Fl雄：121mg肱g体   

重／日、Fl雌：142mg肱g体重／日）であると考えられた。繁殖能に対する影響は認   

められなかった。（参照8）  

表15 2世代繁殖試験（ラット）で認められた毒性所見  

親：P、児：Fl  親：Fl、児：F2  
投与群  

雄   雌   雄   雌   

10，000ppm  ・休診勧l抑制   ・摂餌塾減少  ・体重勧‡粥制  

・肝比重量増加   ・門脈周辺性肝細  ・門脈周辺性肝細胞  ・摂餌蓋減少  

2，000ppm            ・門脈周辺性肝細胞  胞肥大   肥大   ・月働及    ロ  

親  肥大  ・門脈周辺性肝細胞  
動  

肥大  

物  
・摂餌塾断日毎00及び  用璃簸摂動牡塵羞増  ・横線酌口雄追及び  毒性所見なし  

400ppm  1即00押m）   加   1町郁慨皿）  

・月働及 口   

児  10，000ppm  ・体重増加析附  ・体重増加抑制   

3本試験では児動物の体重を雌雄分けて分析していない。  

－52－  

．
．
■
 ＝

闇
 
 
 



2，000ppm  

以下  
毒睦所宋なし  毒牲所見なし   

（2）2世代繁殖試験（ラット）②  

親動物における無毒性量を知るために、SDラット（一群雌雄各30匹）を用いた   

混餌（原体：0、50及び400ppm）投与による2世代繁殖試験が実施された。  

親動物では、400ppm投与群雌雄（Fl）で肝絶対及び比重量増加が認められた。  

児動物では検体投与の影響は認められなかった。  

本試験における親動物の無毒性量は、雌雄とも50ppm（P雄：3．4mg肱g体重／   

日、P雌：3．9mg肱g体重／日、Fl雄：3．4mg此g体重、Fl雌：4．1m釘kg体重）で   

あると考えられた。繁殖能に対する影響は認められなかった。（参照8）  

（3）発生毒性試験（ラット）  

SDラット（一群雌25匹）の妊娠6～15日に強制経口（原体：0、100、300及び  

1，000m〆kg体重／日、溶媒：0．5％クレモホアEL水溶液）投与し、発生毒性試験が   

実施された。  

母動物及び胎児に投与の影響は認められなかった。  

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児とも1，000mg肱g体重／日であると考   

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照8）  

（4）発生毒性試験（ウサギ）  

NZWウサギ（一群雌16匹）の妊娠6～18日に強制経口（原体：0、100、300及   

び1，000mg肱g体重／日、溶媒：0．5％カルポキシメチルセルロース溶液）投与し、   

発生毒性試験が実施された。  

母動物及び胎児に投与の影響は認められなかった。  

本試験における無毒性量は、母動物及び胎児とも1，000m釘kg体重／日であると考   

えられた。催奇形性は認められなかった。（参照8）  

15．遺伝毒性試験  

カルプロパミド及び代謝物Ⅲを用いた各種の標準的な遺伝毒性試験が実施された。   

結果は表］L6に示されている。カルプロパミドでは細菌を用いたDNA修復試験及び   

復帰突然変異試験、チャイニーズハムスター卵巣由来細胞（CHO）を用いた染色体   

異常試験、ラットを用いた不定期DNA合成試験及びマウスを用いた小核試験を、代   

謝物Ⅲでは細菌を用いた復帰突然変異試験を行い、いずれの試験結果も全て陰性であ   

った。  

従ってカルプロパミド及び代謝物Ⅲに遺伝毒性は認められなかった。（参照8）  
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表16 遺伝毒性試験概要（原体及び代謝物）  

試験  対象   処理濃度・投与量   結束   

血I血  DNA修復試験  励血軌拶β止血   313～5，000トg／ディスク   

（カルプロ  （H17，M45株）   （＋／－S9）  

陰  

バミド）  復帰突然変異試  戯由αロe肋   313～5，000ドg／プレート   

験   Typhm血um  ト／－S少  

（m98，mlOO，  

m1535，m1537株）  
陰性  

属由ゐe出血α妨  

／抑2び佗d株）  

染色体異常試験  チャイニーズハムスタ  ①125膵／mL（叶S少   

ー卵巣由来細胞（CHO）   （処理後8及び30時間で  

細胞採取）  

②5、25、125ll♂mL  陰性  

（＋／－S9）  

（処理後24時間で細胞  

採取）  

不定期DNA合  

成（tのS）試験   
陰性   

エロγ7IJP  小核試験   NMRIマウス骨髄   雌雄：5，000mg舷g体重   

（カルプロ  細胞   （単回経口投与、投与後   陰性  

バミド）  （一群雌雄各5匹）   16，24，48時間後と殺）   

血l血  復帰突然変異試  ぷ1ゝphm血m   39．1～1，250pg／70トト   

（代謝物Ⅲ）  験   （m98，mlOO，  （＋／－S9）   

m1535，m1537株）  
陰性  

且α叔WP2u昭d株）  

注）叶S9：代謝活性化系存在下及び非存在下  

16．その他の試験  

（1）イヌにおけるポルフィリン合成阻害の作用機件  

イヌを用いた90日間亜急性毒性試験及び1年間慢性毒性試験においてプロトポ   

ルフィリンⅨの蓄積が認められ、ポルフィリン合成阻害が推定されたため、その作   

用機作を検討した。  

イヌを用いた90日間亜急性毒性試験①【12．（3）】では700ppm及び5，000ppm   

投与群で肝臓にプロトポルフィリンⅨの蓄積が認められたが、ラットを用いた2年   

間慢性毒性／発がん性併合試験【13．（3）】及びマウスを用いた2年間発がん性試   

験①【13．（4）】で対照群及び最高用量群の肝におけるプロトポルフィリンⅨを  
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測定したところ、ラットでは雌雄とも、マウスでは雌で対照群に比べ投与群でプロ  

トポルフィリンⅨの増加が認められた。   

ポルフィリン合成阻害は、ポルフィリン生合成における最初の中間生成物である  

8－アミノレプリン酸（8－ALA）の合成増加に関連していることが多いため、尿中へ  
の8－ALA排泄増加が予想された。イヌを用いた90日間亜急性毒性試験（Dの予備試  

験4において、尿中の8・AIA量は投与された検体用量とある程度相関性に増加が認  

められたが、明瞭な変化ではなかった。   

ポルフィリン生合成経路においてプロトポルフィリンⅨの蓄積に関与すると考  

えられた4種の酵素、8－アミノレプリン酸デヒドラクーゼ（8・ALA－D）、プロトポ  

ルフィリノーゲンオキシダーゼ（PPO）、フェロケラターゼ及びヘムオキシゲナー  

ゼの活性に対する検体の影響を検討する試験が実施された。8－ALA－D、PPO及びヘ  

ムオキシゲナーゼの活性については、カルプロパミドの影響は認められなかった。  

フェロケラターゼに対しては、血房加試験で検体による直接の活性阻害は認めら  

れなかったが、イヌ90日間亜急性毒性試験①の高用量群の肝臓においてフェロケ  

ラターゼ活性の低下とプロトポルフィリンⅨの蓄積の程度に相関性が認められた。   

本試験より、プロトポルフィリンⅨの蓄積は、検体による肝臓におけるフェロケ  

ラターゼ活性阻害によって生じることが推測された。（参照8）  

（2）28日間亜急性毒性試験（イヌ）  

カルプロパミドの甲状腺及び下垂体ホルモンに対する影響及び摂餌量の低下に   

ついて再検討するため、ピーグル犬（一群雌雄各4匹）を用いた混餌（原体：0、100、   

500及び5，000ppm）投与による28日間亜急性毒性試験が実施された。  

各投与群で認められた毒性所見は表17に示されている。  

T3及びT4の減少は雌より雄で明確であったが、甲状腺には病理組織学的変化も   

認められず、TSH及びACTHには投与に起因した異常はなかった。T3あるいは   

T4の減少を示した個体では、体重及び摂餌量の減少及び肝臓に種々の変化が認めら   

れたことから、T3あるいはT4の減少は体重、摂餌量の減少及び肝機能異常に関連   

した二次的な影響であり、T3あるいはT4の減少に検体投与との直接的な関連はな   

いと推察された。（参照8）  

表17 28日間亜急性毒性試験（イヌ）で認められた毒性所見  

雄   雌   

・行動不活発、下痢   ・体重増加抑制、摂餌量減少   

・顔重増加抑制、摂餌量減少   ・PLT増加   

・PLT増加   ・A地減少、A／G比低下   

投与群  

5，000ppm  

4ピー グル犬一群雌雄各2匹に検体を70日間混餌（原体：0、100、500及び2，500ppm、500ppm投与群   

は32日以降5，000pp皿で投与）投与した。  
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・Alb減少、A／G比低下   ・打．B軋ALT、AST、ALP増加】  

・打．Bn増加、ALT、AST、ALP  ・肝絶対及び比重量増加  

増加】   ・び漫性肝細胞肥大、小葉周辺性  

・肝絶対及び比重量増加   肝細胞好酸性化、肝細胞内膜様  

・び漫性肝細胞肥大、小葉周辺性  小体、毛細胆管及びクッパー細  

肝細胞好酸性化、肝細胞内膜様  

小体、毛細胆管及びクッパー細  

胞内ポルフィリン沈着   

500ppm以下  毒性所見なし   毒性所見なし   

【】は有意差のない項目  

（3）肝細胞分画を用いた血y／かp代謝試験  

Ⅵ互starラット、B6C3Flマウス、ピーグル犬及びヒトの肝臓より調製した肝細胞   

分画を用いて、カルプロパミドの血I加代謝試験が実施された。ラット及びイヌ   

では無処理の肝及びカルプロパミドを混餌投与（ラット：10，000ppm、14日間、   

イヌ：5，000ppm、90日間）した動物の肝、マウス及びヒトでは無処理の肝を用い   

た。  

カルプロパミドの代謝速度には種差が認められ、無処理の肝細胞ではラットで   

17％、マウス、イヌ及びヒトで29．1～59％が代謝された。カルプロパミドを混餌投   

与したラット及びイヌの肝ではカルプロパミドはそれぞれ73及び52％代謝され、   

薬物代謝酵素誘導が示唆された。  

全ての動物種の肝において、 2種の代謝物（未同定）が生成した。2種の生成比   

は動物種によって差は認められず、代謝様式は全ての動物種で同じであると推測さ   

れた。（参照8）  
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Ⅱ．食品健康影響評価   

参照に挙げた資料を用いて、農薬「カルプロパミド」の食品健康影響評価を実施し   

た。   

動物体内運命試験の結果、カルプロパミドは主として月旦汁を経由して糞中に排泄さ   

れると考えられた。主要な代謝物はⅡ、Ⅲ、Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ及びⅢ－Eであった。   

水稲を用いた植物体内運命試験の結果、カルプロパミドの可食部（玄米）への移行   

はごくわずかであった。主要な代謝物はⅢ、Ⅲの抱合体及び脂肪酸エステル体、Ⅱ及   

びⅤであったが、いずれも10％TRR未満であった。   

カルプロパミド、代謝物Ⅲ（遊離体及び抱合体）、代謝物Ⅲ－E及びⅤを分析対象化   

合物として作物残留試験が実施された。カルプロパミドの最高値は、稲わらを除くと   

最終散布21日後に収穫した稲（玄米）の0．456m釘kgであった。また、魚介類にお   

ける最大推定残留値は0．544ppmであった。   

各種毒性試験結果から、カルプロパミド投与による影響は主に肝臓に認められた。   

発がん性、繁殖能に対する影響、催奇形性及び遺伝毒性は認められなかった。   

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をカルプロパミド（親化合物のみ）   

と設定した。  

各試験の無毒性量等は表18に示されている。   

食品安全委員会は、各試験で得られた無毒性量の最小値がイヌを用いた1年間慢性   

毒性試験の1．43m釘kg体重／日であったので、これを根拠として安全係数100で除し   

た0．014mg瓜g体重／日を一日摂取許容量（ADI）と設定した。  

0．014m幸甚g体重／日  

慢性毒性試験①  

イヌ  

1年間  

混餌  

1．43mg肱g体重／日  

100   

ADI  

（ADI設定根拠資料）   

（動物種）   

（期間）   

（投与方法）   

（無毒性量）   

（安全係数）  

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行う際に確認する  

こととする。  
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表18 各試験における無毒性量等  

動物種   試験  
投与量  無毒性量（m釘kg体重／日）1）  

（mg肱g体重／日）  農薬抄録   

ラット  90日間  0、400、2，000、10，000ppm   雄：28．3雌：174  
亜急性  雄：0、28．3、149、751  
毒性試験  雌：0、35．6、174、943  雌雄：GGT等の変化を伴う肝重量増加  

90日間  0、500、2，500、15，000ppm   雄：34．8雌：221  

亜急性神経  雄：0、34．8、179、1，250  

毒性試験  雌：0、44．8、221、2，080  雄：体重増加抑制  

雌：体重増加抑制等  

（神経毒性は認められない）  

2年間  0、400、2，000、10，000ppm   雄：24．7雌：34．0  
慢性毒性／  雄：0、24．7、127、703  
発がん性  雌：0、34．0、170、944  雌雄：肝比重量増加及び均質性肝細胞好酸性  

併合試験  化等  

（発がん性は認められない）  

2世代  0、400、2，000、10，000ppm   親動物：－  

繁殖試験①  P雄：0、28、136、710  
P雌：0、30、147、767  児動物  

Fl雄：0、24、121、631  
Fl雌：0、28、142、725   P雄：136Fl雄：121  

P雌：147Fl雌：142  

親動物：肝絶対及び比重量増加  

児動物：体重増加抑制  

（繁殖能に対する影響は認められない）  

2世代  0, 50, 400 ppm 親動物  

繁殖試験②  P雄：0、3．4、27  

P雌：0、3．9、30  P雄：3．4万一1雄：3．4  

Fl雄：0、3．4、26  P雌：3．9Fl雌：4．1  

Fl雌：0、4．1、31   
親動物：肝絶対及び比重量増加  

（繁殖能に対する影響は認められない）  

発生毒性  0、100、300、1，000   母動物及び胎児：1，000  

試験  

毒性所見なし（催奇形性は認められない）   

マウス  90日間  0、400、2，000、10，000ppm   魂：108雌：157  
亜急性  雄：0、108、571、4，180  
毒性試験  雌：0、157、840、4，770  雄：体重増加抑制等  

雌：肝絶対及び比重量の増加等  

2年間  0、400、1，600、6，400ppm   雄：98．8雌：－  

発がん性  雄：0、98．8、414、1，960  
試験①  雌：0、147、595、2，890  雄：Amの増加等  

雌：肝絶対及び比重量増加  

（発がん性は認められない）  

2年間  0、50、1，600ppm   雄：13．6雌：20．8  

発がん性  

試験②  雌雄：肝絶対承び比重量増加等  

（発がん性は認められない）  
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動物種   試験  
投与量  無毒性量（mg仮g体重／日）1）  

（mg此g体重／日）  農薬抄録   

ウサギ  発生毒性  0、100、300、1，000   母動物及び胎児：1000  

試験  

毒性所見なし（催奇形性は認められない）   

イヌ 0、100、700、5，000ppm  雄：3．23雌：3．55  

雄：0，3．23，22．7，169  

①  雌：0，3．55，25．2，168  雌雄：ALT増加等  

90日間  0、100、500、5，000、20，000  雄：3．55雌：3．51  

亜急性  ＿▼＿＿＿＿…＿…＿…＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿…pp！旦  

毒性試験②  雄：3．55、17．2、151、346  雌雄：′ト葉中心性肝細胞肥大等  

雌：3．51、17．2、157、497  

1年間  0, 50, 200, 600 ppm 雄：5．90雌：1．43  

慢性毒性  雄：0、1．48、5．90、21．0  

試験（D  雌：0、1．43、8．65、20．2  雄：ALT増加  

雌二肝比重量増加  

1年間  0、1，000、3，000ppm   雌雄：－  

慢性毒性  雄：0、28．6、97．8  

試験②  雌：0、40．3、79．6   l雌雄：小葉中心性肝細胞肥大等  

NOAEL：1．43  

ADI  ADI：0．014  

SF：100   

ADI設定根拠資料  イヌ1年間慢性毒性試験（∋   

－：無毒性量を設定できず  

NOAEL：無毒低量 SF：安全係数 ADI：一日摂取許容量  

1）：無毒性量欄には、最小毒性量で認められた主な毒性所見等を記した。  
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＜別紙1：代謝物／分解物略称＞  

記号   化  学  名   

Ⅱ   （1兄S3朗・2，2－ジクロロー」V【1・（4－クロロー3・ヒドロキシフェニ／りェチ／り・1－  
エチ′レ3・メチルシクロプロパンカルポキサミド   

Ⅲ  （1風S3ぷめ－2，2－ジクロロ・ノV【1・（4一タロロフェニル）エチル］十エチルー3・  

ヒドロキシメチルシクロプロパンカ′レポキサミド   

Ⅳ   （1瓜実3兄針2，2－ジクロローム声h一（4－クロロ甘ヒドロキシフェニ／りエチル】－1－  

エチルー3－ヒドロキシメチルシクロプロパンカルポキサミド   

Ⅴ  （1鬼S3風針2，2一ジクロロ・3－【1・（4・クロロフェニル）エチルカルバモイル】－3－  

エチルシクロプロパンカルポン酸   

Ⅵ  （1郎3朗－2，2・ジクロロー3・【1・（4・クロロ甘ヒドロキシフェニノり  

エチルカルバモイノ叶3－エチルシクロプロパンカルポン酸   

Ⅶ  〟【（1兄S3鋼・2，2・ジクロロー1・エチル甘  

メチルシクロプロパンカルポニ′叶アラニン   

Ⅷ   ギ酸   

Ⅱ・G  （Ⅱのダルクロン酸抱合体）   

Ⅲ・G  （Ⅲのグルクロン酸抱合体）   

Ⅲ－S  （Ⅲの硫酸抱合体）   

Ⅲ・Gl  （Ⅲのグルコース抱合体）   

Ⅲ一E  （Ⅲの脂肪酸エステル体）  

脂肪酸：ステアリン酸、オレイン酸、パルミチン酸、ミリスチン酸   

Ⅳ・G  （Ⅳのグルクロン酸抱合体）   

Ⅳ・S  （Ⅳの硫酸抱合体）   
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＜別紙2：検査値等略称＞  

略称   名称   

A／G比  アルブミン／グロブリン比   

ACTH  副腎皮質刺激ホルモン   

al   有効成分量   

Alb   アルブミン   

ALD   アルドリンエポキシダーゼ   

ALP   アルカリホス 

アラニンアミノトランスフエラーゼ  
ALT  

【＝＝グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT）】   

APTT  活性化部分トロンポプラスチン時間   

アスパラギン酸アミノトランスフエラーゼ  
AST  

巨グルタミン酸オキサロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT）】   

BCF   生物濃縮係数   

CbE   コリンエステラーゼ   

Cmこは   最高濃度   

Cre   クレアチニン   

∂・ALA  ∂i・アミノレプリン酸   

8－ALA－D  トアミノレプリン酸デヒドラターゼ   

ECOD   
チトクロムP450依存性モノオキシゲナーゼ  

（7－エトキシクマリンデェチラーゼ）   

EH   エポキシヒドラーゼ   

EROD  エトキシレゾルフィンαデェチラーゼ   

′y－グルタミルトランスフエラーゼ  
GGT  

（＝γ－グルタミルトランスペプチダーゼ（γ－GTP））   

GLDH  グルタミン酸デヒドロゲナーゼ   

Glob   グロブリン   

Glu   グルコース（血糖）   

GST   グルタチオンータトランスフエラーゼ   

Hb   ヘモグロビン量（血色素量）   

Ht   ヘマトクリット値   

LC50   半数致死濃度   

LD50   半数致死量   

MCHC  平均赤血球血色素濃度   

MCV   平均赤血球容積   

∧戸Demetb  アミノピリンノVデメチラーゼ   
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略称   名称   

（｝Demeth  （ダニトロアニソール）αデメチラーゼ   

PEC   環境中予測濃度   

PHI   最終使用中ゝら収穫までの日数   

PIノr   血小板数   

PPO   プロトポルフィリノーゲンオキシダーゼ   

RBC   赤血球数   

Tl佗   消失半減期   

T3   トリヨードサイロニン   

T4   サイロキシン   

TAR   総投与（処理）放射能   

T．Bn   総ビリルビン   

T．Cbol  総コレステロール   

TG   トリグリセリド   

’nnax   最高濃度到達時間   

TP   総蛋白質   

TRR   総残留放射能   

TSH   甲状腺刺激ホルモン   

ビリルビン抱合酵素（ウリジンニリン酸グルクロニルトランスフエラー  
UDPGT     ゼ）  

Ure   尿素   
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＜別紙3：作物残留試験成績＞  
試  残留借（mg／k∂  

作物名  験   親化合物  
代謝物Ⅲ及び   

代謝物Ⅲ－E  
抱合体  

代謝物Ⅴ  
実施年    圃 場  

数   最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値  最高値  平均値   

水稲  129  0．018  0．013  ＜0．02  ＜0．02  
（玄米）  2  2Gga〟箱  1  
1992年  142  0．019  0．012  ＜0．02  ＜0．02   

水稲   2Ggaiノ箱   21  0．456  0．175  ＜0．02  0．02★  く0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01   

（玄米）  4  一十  3                          28  0．356  0．197  0．02  0．02★  く0．01  く0．01  く0．01  ＜0．01   

1993－1994年  1505；Cx2  42  0．195  0．155  0．03士  0，02士  ＜0．01  く0．01  ＜0．01  ＜0．01   

水稲   20ga〟箱   21－22  0．034  0．036  ＜0．02  ＜0．02  

（玄米）  2  十  31）  
1993年  20ぴ）Lx2  

25  

水稲  1  20ga〟箱  
32  

（玄米）  十  
46   3  

1994年  200】）Lx2  
19  

26  
40   

水稲   2Ggaiノ箱   21  0．223  0．168  ＜0．02  ＜0．02  

（玄米）  2  ＋  3  28  0．146  0．124  ＜0．02  ＜0．02   

1994年  200】）Lx2  39・42  0．096  0．072   

水稲  
21VDG  

21  

（玄米）  2   g乱〟箱 ＋  3  28  

1999年  150SCx2  42   

水稲  
2WDG  

21  

（玄米）  2  ga〟箱 ＋  3  28  

2002年  
200二DLx2  

42   

水稲  129  1．03  0．83  0．33  0．28  
（稲わら）  

1  

1992年   
142  0．94  0．85  0．27  0．24   

水稲   2Ggニa〟箱   21  9．17  4．96  0．72  0．50  0．11  0．10  0．02  0．02★   

41）  ＋  3  

1993・1994年  150SCx2  42  4．40  3．36  0．84  0．50  0．11  0．10  0．06  0．05   

水稲   2Ggai／箱   21・22  2．69  1．64  0．33  0．21★  

2  ＋  32）  
1993年  200D工・×2  

25  

水稲  1  

32  

＋  
46   

（稲わら）  3  

200Ⅰ）Lx2  
19  

1994年   1   
26  

40   
水稲   2Gga〟箱   21  6．92  4．54  0．59  0．47  

3  

1994年  39－42  1．90  1．71  0．56  0．48   

21  

42   

21  4．1  2．62  

3．0  2，45  

42  2．4  1．54  

2  

1）代謝物Ⅲ－臥代謝物Ⅴ については2カ所の圃場でのデータ  
2）処理間隔7・－10日  3）処理間隔21～22日  
・一部に定量限界未満を含むデータの平均を計算する場合は定量限界値を検出したものとして計算し、★   
を付した。  

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均にくを付して記載した。  
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＜別紙4：後作物残留試験成績＞  

前作  残留値（mg耽g）   

作物名  PHI  
作物名  使用量   回数  カルプロパミド  

扮析細劫  （日）  

報告年度  （回）  最高値   平均値   

小麦（種子）   271  ＜0．005   ＜0．005  

だいこん（根部）  305  ＜0．005   ＜0．005  

3．2Gga〟箱   だいこん（葉部）  305  ＜0．005   ＜0．005  

水稲  
＋  3                                   レタス   238  ＜0．005   ＜0．005  

（1993年）  

200DLgai瓜aX2  トマト   314  ＜0．005   ＜0．005  

きゆうり   285  ＜0．005   ＜0．005  

ほうれんそう   173  ＜0．005   ＜0．005   

注）・散布には G：粒剤 DL：粉剤DL を使用した。   

・全てのデータが定量限界未満の場合は定量限界値の平均に＜を付して記載した。  
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